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れた。また、若年者において GAO は咬合力の有意な説明変数であることが示され、高齢者において GAO
が小さい患者ほど顎堤吸収の速度が早い可能性が示された。 
本研究の結果は、顎堤吸収を予防するための治療計画の立案を行う上で、治療開始前に確認すること
ができる GAOが顎堤吸収予測の判断基準の一つとして利用できる可能性を示唆した有益な知見である． 
よって、本論文は、博士（歯学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
